
イタリア植物タンニンなめし革協会のマニフェスト
常に持続可能性を目指して

メイド・イン・トスカーナ
協会の本部はトスカーナ地方のフィレンツェとピサの中間、アルノ川沿いの地区にあります。
生産地区は技術という面からも管理という面からも最先端にあり、協会に加盟するタンナーは
環境との共生関係を維持しながら仕事をしています。

しっかりと管理された品質
タンナーは、協会に加盟する際に、製造規則を遵守しているかどうかの定期的なチェックを受
け入れることを約束します。チェックを行うのは、独立した認証機関のI.CE.C(皮革産業品質認
証機関)です。

労働倫理
協会と加盟タンナーは、労働の場での作業者の健康と安全、および労働契約や給与に関する現
行の法規を遵守しており、ジェンダーや民族、信仰による差別は行いません。

メタルフリー

循環型経済
協会に加盟するタンナーは、協会が所有する集中化された廃水処理施設を活用しています。こ
の施設には担当機関によるチェックが行われており、工程で生ずる廃水の処理と浄化が適正に
行われています。循環経済の回収−リサイクル–再利用という原理に則り、製造のさまざまな段
階で排出される廃棄物を処理し、他の産業で活用できる素材へと変換しています。

加盟タンナーが行う製造過程は以前からメタルフリーです。これは植物タンニンなめしという
何世紀も続く伝統に基づいた原料を使用しているからです。持続可能性や循環性という理念を
踏襲した製造過程を経て、伝統に基づいた自然な商品が生まれます。

なめし革を得るために動物を殺傷することはありません。
タンナーで使われる原皮は、食料として供されるために育てられた牛が畜殺された際に出るも
のを使っています。またこれらの牛は、動物の飼育状況に関するEU規定を遵守するヨーロッ
パの国々で飼育された牛です。タンナーは、食品産業から出る副産物を無駄にすることなく活
用し、美しい製品に仕上げているのです。

環境認定証
トスカーナのなめし革産業地区は、イタリアでは唯一EMAS(Eco-management and Audit
Scheme/環境管理・環境監査規則)認定を受けています。この認証制度は、責任ある環境ストラ
テジーの実行を促すためにEUが促進しているツールの一つです。

社会的責任
協会は、組織の社会的責任に関する国際規格ISO26000のガイドラインを採用しており、「ト
スカーナ産植物タンニンなめし革」商標を名乗るための条件として、環境・人権の尊重・透明
性・適法性をその中心に据えています。

法規の順守
協会は、イタリアおよびヨーロッパの全ての関連法規を遵守しています。人間の健康、植物種
や動物種の保存、地区の景観や建築・芸術・文化遺産の保護を保証していけるように常に努めています。
ています。

天然の原材料
なめし工程は、植物起源の天然タンニンを使って行われます。合成された原料とは異なり、こ
れらのタンニンは再生可能な資源から採取されますし、優れた抗酸化作用、抗生作用、抗菌作
用が評価されています。


